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平成21年３月31日
原子力安全対策課
(２０－１０９)
＜13時記者発表＞

敦賀発電所１号機の定期検査状況について

（中央制御室換気空調系外気取り入れダクトの腐食の原因と対策）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉；定格電気出力35.7万kW）は、平成20年

11月７日から第32回定期検査中のところ、12月11日13時45分頃、中央制御室換気

空調系 の試運転に伴う換気空調機室の点検において、当該系統の外気取り入れ※

ダクトに貫通した腐食孔（２箇所）が確認され、その周辺部の点検で５箇所の線

状腐食孔（最大長さ約13cm）が発見された。

当該ダクトは、事故時において外気の取り入れを遮断することが求められてい

ることから、応急措置として、腐食孔の認められたダクト全周にわたり金属製の

カバーで覆った。

原因調査のため、腐食が確認された部分を取り外し、仮設ダクトを設置した。

本事象による周辺環境への放射能の影響はなかった。

※ 中央制御室換気空調系

通常は外気を取り入れて中央制御室の換気を行うが、大気への放射能放出事故の発生時には、事故が

収束するまでの間、運転員が中央制御室にとどまり、各種の監視、操作が行えるよう、外気の取り入れ

を遮断し、中央制御室の空気を高性能フィルタを介して内部循環させる系統。

[平成20年12月11日、12月25日公表済]

１ 調査結果

（１）取り外したダクト等の詳細調査結果

・内外面の目視点検では、外面に比べ、内面では貫通した腐食孔を含む広範囲

で腐食が発生していることから、腐食は内面で発生したものと推定された。

・腐食した箇所は、ダクト底部の取り入れ口との接続部や接続フランジ部で、

いずれも水分が滞留しやすい箇所であった。

・内面の付着物調査で、海塩粒子（塩素）は検出されたが、ダクト材の腐食物

（酸化物）分析結果からは、塩素が主因となった腐食ではないと推測された。

（２）当該ダクト設置場所の環境調査

・腐食要因として、取り入れ口からダクト内への雨水浸入や結露水の発生が考

えられたことから、ダクト設置場所の環境を調査した結果、雨水については、
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建屋外側の雨よけフードに破損等もなく、その影響は殆どないと推測された。

・結露水の発生について検討した結果、ダクト内外の温度差が大きい時期（夏

場）に、ダクト内で結露水が発生する可能性があると評価された。

その理由は、ダクト取り入れ口では外気温に応じた空気が取り入れられるが、

この空気を冷却するなどし、一定温度（約15℃）に保った後、ダクト外側の

室内から中央制御室に供給する系統構成となっているためと推定された。

・取り外した箇所以外についても内面目視点検等を行ったところ、当該部下流

のダクト内面にも軽微な腐食が認められた。

（３）過去からの補修実績や点検等について

・過去からの当該ダクトでの工事記録を調査した結果、昭和63年に外気取り入

れ口接続部と曲がり部、平成14年に曲がり部の取替えが行われており、その

原因はいずれも腐食であった。

・平成14年の際は、工事会社から工事箇所以外にも腐食が認められることから、

それらについての改善提案がなされたが、その後、計画立案はされなかった。

・平成17年に実施した送風機の分解点検（１回／６年）では、ダクト部の錆び

は認識していたが、機能上問題ないとしてその記録や報告はされなかった。

２ 原因

当該ダクトの内外を流れる空気の温度差により、ダクト内で結露水が発生し、

ダクト内面の接続部等で腐食が進行し貫通に至ったものと推定された。

３ 対策

今回の事象を踏まえ、以下の対策を実施する。

・外気取り入れ口からのダクトは、全て新しいものに取り替える。取替にあ

たっては、結露水の発生と滞留防止のため、ダクト外側に断熱材を設置す

るとともに、取り入れ口との接続部を平坦にするなど改善する。

・この外気取り入れダクトについては、今後、３年に１回内面点検を行う。

さらに、過去からの補修実績での対応不備を踏まえ、以下の対策を実施する。

・過去からの補修実績や協力会社からの提案事項について、これまでに点検

や補修計画の対処がなされているかを調査し、適切に対応する。

・ダクトの点検にあたっては、腐食や損傷を明確に記録するよう、点検時の

要領書を新たに作成するとともに、運転員の巡視点検においてもダクトが

確実に点検されるよう、巡視点検時のチェックシートにダクトを明記する。
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４ その他

今回の事象を踏まえ換気系の点検を行った結果、屋外ダクト11箇所で腐食

孔が確認されたことから直ちに応急修理を行い、今定期検査において新品の

ダクトに取替える予定である。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）

基準１ 基準２ 基準３ 評価レベル

－ － ０＋ ０＋

ＩＮＥＳ：国際原子力事象評価尺度

問い合わせ先(担当：藤内)
内線2354・直通0776(20)0314
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【結露の影響評価】 

室内温度約１５℃に対して月別の平均気温及び平均湿度を用いて評価した 

結果、６月～９月はダクト内が結露する環境にあることが判明した。 

中央制御室換気空調機室内の空気の流れ 
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＜参考＞ 

敦賀発電所１号機で確認された中央制御室換気空調系外気取り入れダクトの腐食事象（平成２０年１２月

１１日、２５日発表済）を踏まえ、換気系ダクトについて点検を行っていたところ、平成２０年１２月３１

日、屋外巡視点検にて新廃棄物処理建屋換気系※の屋外ダクトの一部に腐食が確認されたことから足場を設置

し、平成２１年１月８日に貫通部１１箇所を確認しました。貫通部については金属板等で覆い、応急修理し

ました。当該部については、今定期検査中に新品のダクトに取替える予定です。 

なお、貫通部周辺の放射能測定結果等から、本事象による周辺環境への放射能の影響はなかったと評価し

ました。 
 
※新廃棄物処理建屋換気系 

新廃棄物処理建屋内の制御室や各処理設備室に清浄な空気を供給・排気し、雰囲気温度を維持するとともに建屋内を清浄に維持す

るための設備で原子炉の安全上重要な設備ではない。 

新廃棄物処理建屋換気系ダクトの腐食状況 
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